
科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額
流動資産 212,251             流動負債 73,926              
固定資産 418,664             固定負債 98,689              
　基本財産 280,475             負債の部合計 172,615             
　その他の固定資産 143,384             

基本金 30,000              
国庫補助金等特別積立金 174,088             
その他の積立金 51,000              
次期繰越活動収支差額 198,424             

純資産の部合計 453,512             
資産の部合計 630,915             負債・純資産の部合計 626,127             

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額
サービス活動費用 472,752             サービス活動収益 496,852             
　人件費 268,611             　介護保険事業収益 222,498             
　事業費 60,049              　就労支援事業収益 74,415              
　事務費 46,075              　障害福祉サービス等事業収益 198,417             
　就労支援事業費用 78,278              　経常経費寄附金収益 1,259               
　利用者負担軽減額 580                 
　減価償却費 26,490              
　国庫補助金等特別積立金取崩額 -7,334              
サービス活動外費用 2,107               サービス活動外収益 5,804               
　支払利息 2,107               　受取利息配当金収益 99                  

　その他のサービス活動外収益 5,705               
特別費用 797                 特別収益 797                 
　国庫補助金等特別積立金積立額 797                 施設整備等補助金収益 797                 
当期活動増減差額 2,053               

費　用　合　計 477,709             収　益　合　計 503,453             

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額
事業活動支出 460,482             事業活動収入 502,557             
　人件費支出 268,611             　介護保険事業収入 222,498             
　事業費支出 60,050              　就労支援事業収入 74,415              
　事務費支出 46,075              　障害福祉サービス等事業収入 198,417             
　就労支援事業支出 78,278              　経常経費寄附金収入 1,260               
　利用者負担軽減額 581                 　受取利息配当金収入 99                  
　支払利息支出 2,107               　その他の収入 5,606               
施設整備等支出 25,667              施設整備等収入 12,797              
　設備資金借入金元金償還支出 16,596              　施設整備等補助金収入 797                 
　固定資産取得支出 9,071               　設備資金借入金収入 12,000              
その他の活動支出 9,000               
　積立資産支出 9,000               
　その他の活動による支出 -                   
当期資金収支差額 -14,385             

支　出　合　計 480,764             収　入　合　計 515,354             

(自)平成28年4月1日 (至)平成29年3月31日 　　　　　　　　　単位：千円
費　用　の　部 収　益　の　部

資　金　収　支　計　算　書
(自)平成28年4月1日 (至)平成29年3月31日 　　　　　　　　　単位：千円

支　出　の　部 収　入　の　部

貸　　借　　対　　照　　表
平成29年3月31日現在　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

資　産　の　部 負　債　の　部

純 資 産 の 部

事　業　活　動  計　算　書

核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
八

月
六
日
の
広
島
記
念
集
会
で
は
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
の
方
が
、

国
際
的
な
核
兵
器
廃
絶
の
動
き
を
歓
迎
し
、
唯
一
の
被

爆
国
日
本
が
そ
の
先
頭
に
た
っ
て
核
兵
器
を
無
く
し

て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
と
望
ま
れ
て
お
り

ま
し
た
。

多
く
の
戦
争
が
起
こ
り
続
け
、
核
の
威
嚇
が
大
手
を

ふ
っ
て
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
す
が
、
核
兵
器
を
人
類
に

対
す
る
犯
罪
と
す
る
国
際
世
論
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
時
代
を
生
き
ら
れ
る
こ
と
は
幸
い
で
す
。
個
人
の
で

き
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
「
み
た
び
許
す
ま
じ
原

爆
を
」
の
歌
を
歌
い
続
け
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
尊

厳
を
大
切
に
す
る
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
む
ら
の
設
立
に
関
わ
っ

て
一
五
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
最
初
に
掲
げ
た
目
標
が

間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
活
動
が
、
高
齢
者
や
児
童
、
生
活
に
困
難
を
抱
え

る
多
様
な
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
動
に
つ
な
が
り
、

地
域
の
雇
用
を
拡
大
し
、
地
域
の
産
業
活
性
化
に
貢
献

2016年（平成28年）第２号

「
社
会
福
祉
法
人
の
役
割
が
果
た
せ
ま
す
よ
う
に

」

理
事
長

目
黒

輝
美

2017年（平成29年度）第2号

し
、
地
域
福
祉
の
一
翼
を
担
え
る
事
業
に
な
る
と
い
う

展
望
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
が
い
き
い
き
と
働
き
、
地

元
の
青
年
や
高
齢
者
も
含
め
た
年
齢
層
に
広
く
働
く
場

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
佐

用
町
だ
け
で
は
な
く
、
宍
粟
市
に
も
活
動
拠
点
を
作
り
、

福
祉
と
観
光
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
も
挑
戦
し
ま

す
。
い
ず
れ
は
、
収
益
事
業
も
含
め
た
総
合
的
な
社
会
福

祉
事
業
へ
と
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
展
望
を
担
っ
て
も
ら
え
る
職
員
の
力
量
の
強
化
を

目
ざ
し
て
、
研
修
体
制
を
整
え
、
法
人
の
諸
規
定
の
見
直

し
も
進
め
て
い
ま
す
。

福
祉
予
算
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
社
会
的
に

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
た
が
た
の
力
に
な
れ
る
社

会
福
祉
法
人
と
し
て
、
は
な
さ
き
む
ら
は
今
後
と
も
精

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

暑
さ
厳
し
い
お
り
で
す
が
、
お
体
大
切
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

社会福祉法人 はなさきむら 平成28年度決算報告



●
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典
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●
理
事理
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輝
美

理

事

岡
本

泰
子
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事

岡
田

一
子
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事

藤
川

雄
樹

理

事

目
黒

有
博

理

事

曽
我

駸
也

(

新)

●
監
事監

事

三
宅

章
雄

監

事

大
野

誠

(

新)

（
順
不
同
）

モ
ー
ニ
ン
グ
以
外
は
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で
味
わ
え

る
、
軽
食
＋
飲
み
物
、
も
ち
ろ
ん
飲
物
だ
け
で
も

大
歓
迎
で
す
。

ワ
ン
ち
ゃ
ん
同
伴
の
方
に
は
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
一
緒
に
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
も
併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ

く
と
も
っ
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。シ

カ
肉
ジ
ャ
ー
キ
ー
な
ど
犬
用
の
メ
ニ
ュ
ー
も

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
職
員
も
「
ド
ッ
グ
カ
フ
ェ

が
あ
る
道
の
駅
と
し
て
、
愛
犬
家
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
月
・
八
月
は
夏
休
み
と
い
う
事
も
あ

り
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
毎
日
大
勢
の
ご
利
用
が
あ
り
、

子
供
た
ち
が
川
遊
び
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子
も

窺
え
ま
し
た
。

八
月
二
日(

水)

に
行
わ
れ
た
、
兵
庫
県
老
人
福

祉
事
業
協
会

西
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
福
祉
施
設
連

盟
大
会
に
て
、
『
口
腔
ケ
ア
優
良
施
設
』
に
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
見
事
「
は
な
み
ず
き
」
が
二
年

連
続
二
度
目
の
表
彰
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
体
制
の
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
よ
り
口
腔
ケ

ア
優
良
施
設
表
彰
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

兵
庫
県
西
播
磨
県
民
局
長(

龍
野
健
康
福
祉
事

務
所)

よ
り
、
見
事
二
年
連
続
で
の
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
も
毎
年
表
彰
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
引
き
続
き
、
口
腔
機
能
委
員
会
を
中
心
に
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
社
会
福
祉
法
が
四
月
に
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

(

敬
称
略)
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： 多機能型事業所 はなさきむら作業所
： 特別養護老人ホーム はなみずき

： グループホーム コスモス
： 指定生活介護事業所 なのはな
： 相談支援事業所 ふきのとう
： 多機能型事業所 すみれ
： グループホームあさがお
： 放課後等デイサービス つぼみ

生活介護・就労継続支援B型・就労移行支援

介護老人福祉施設・短期入所生活介護

共同生活援助
重度心身障がい者施設
障害者児指定特定相談支援事業
就労継続支援Ａ型・就労移行支援
共同生活援助
障害児通所支援

口
腔
ケ
ア
優
良
施
設
表
彰

タ
イ
の
国
会
議
員
団
訪
問

福
祉
研
修

社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
む
ら
の
新
役
員

愛
犬
と
お
茶
で
ひ
と
休
み

「
道
の
駅
ち
く
さ
」
に
ド
ッ
グ
カ
フ
ェ

記念品を受け取る目黒理事長（左）

四
月
の
「
道
の
駅
ち
く
さ
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
か
ら
二
ヶ
月
余
り
が
た
っ
た
、
六
月
十
七
日
、

道
の
駅
ち
く
さ
に
、
犬
と
飼
い
主
が
一
緒
に
入
れ
る

「
ど
っ
ぐ
か
ふ
ぇ
ち
く
さ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

従
来
の
野
菜
売
り
場
棟
を
改
修
し
、
店
内
は
中
・

大
型
犬
用
と
小
型
犬
用
に
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
日
は
午
前
八
時
～
十
一
時
で
、
土
・
日
・
祝
日

は
午
前
八
時
～
午
後
四
時
で
軽
食
や
喫
茶
も
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
八
時
か
ら
モ
ー
ニ
ン
グ
（
は
な
さ
き

む
ら
の
食
パ
ン
・
門
治
郎
卵
・
サ
ラ
ダ
・
コ
ー
ヒ
ー

等
）
で
す
が
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
テ
ィ
ー
も
あ
り
ま
す
。

パ
ン
に
は
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
・
ア
ー
モ
ン
ド
バ
タ
ー

か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

タ
イ
国
会
の
新
憲
法
草
案
委
員
会
メ
ン
バ
ー
八
人

を
含
む
十
九
人
が
七
月
十
日
、
は
な
さ
き
む
ら
に
福

祉
研
修
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
は
な
さ
き
む
ら
の
多
彩

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
学
ぼ

う
と
、
佐
用
町
と
宍
粟
市
内
に
あ
る
法
人
内
の
関
連

施
設
九
カ
所
を
精
力
的
に
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

一
行
は
八
日
に
来
日
。
委
員
会
の
ワ
ン
ロ
ッ
プ
・

タ
ン
カ
ナ
ヌ
ラ
委
員
長
は
「
障
が
い
者
の
積
極
的
な

就
業
支
援
と
地
域
社
会
と
の
深
い
か
か
わ
り
が
と
て

も
印
象
的
だ
っ
た
。
法
制
定
に
生
か
し
た
い
。
抹
茶

は
香
り
も
良
く
、
気
持
ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
行
は
、
は

な
さ
き
む
ら
以
外
に
も
京
都
の
社
会
福
祉
法
人
を
視

察
さ
れ
十
二
日
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

法人の概要説明を受ける委員の方々

ドックカフェのモーニングの様子

キャンプ場も夏休みで賑わっていました

新設されたドックランもお楽しみいただけます




